
 



 



 



４ 本回言域遥合潰報詰
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不皆広推茫古･,両報詰

＜第三次振興構想＞

　水と緑の

ふるさとづくり

　　　　一　変える　ー

①「観光」に対雅る意識を変える

②「木曽」に対可る意識を変える

③お客様視点・本位の意識に変える

⑦『笑顔・満足度アップ』プロジェクト

　＝地域挙げてのおもてなしの向上

　★満足度アップの仕組みづくり

　★子供向け（小中学生）「観光副読本」

　　の発行　　　　　　　　　　　　ノ

⑧『担い手応援』プロジェクト

　＝起業家・後継者支援の仕組みづくり

　★空家・空き店舗等広域実態調査実施

　★｜ターン者等のネットワーク化

　★広域的総合窓□の設蘆

⑨『景観形成』プロジェクト

　＝景観を守り育む仕組みづくり

　★景観形成研修会等の開催

　★景観点検作業の実施

　★景観向上モデル地区・モデルケース

　　の設定　　　　　　　　　　　．
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木曽広域連合では、昨年11月（平成21年度）に、はじめことなる「木曽地域広域観光振興計画」を策定しました。

策定にあたっては、各地で様マな取り組みをされている民間の方々に、各市町村の観光担当者及び県機関の担当も交えた「木曽地域広域観光振興フIロジェクト会議」を設置し進めてきました。

以下に、本計画の概要をお知らせしま可。本計画を踏まえ、坦域の皆様が観光（地域総合産業）の担い手としてご活躍いただければと思いま可。なお、本計画冊子を必要とされる方は、地域振興課まごこ連絡ください。

＝本計画から本格的に「広域観光」を進めますと
　いうこと。観光としての木曽路のはじまり。

　　（本計画範囲の象徴）

＝「広域連携」の小さな一歩かも知れませんが、

　大事なー歩としたいということ。
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【趣　旨】
　　国による観光庁や県による観光部の設置なごの動きも踏まえ、よ

　り広域的な連携が重要になってきている中で、「第三次木曽地域振
　興構想」及び「第三次広域計画」の要請を受けこ策定するものです。

【位置付け・性格】
　　広域観光の出発地点としての方向性を示厚ものであり、また行動

　レベルまで掘り下げた行動計画でもあリます。

【対象範囲】
　　消費者（旅行者）の視点から、木曽郡６町村に旧楢川村及び|日山

　□村を含む本来の木曽路をーつの観光圏としま堰。

【計画期間】
　　上位計画である「第三次木曽地域振興構想」の期闘である平成
　28年度を一つの目途としま可。環境（状況）に応じ見直しをして

　いきま‾J。

―私たちが知らない、私たちを知らない人にこいねいに伝えましようー

　　新たな顧客に対してどのように「木曽」を売り込むか。それには、

　木曽の「ごういう魅力」を「ごういう市場（客層）」に「ごのよう

　に効果的」に売り込むかを戦略的に考え取り組むことが求められ

　こいます。

－わざわざ来ていただく理由を考えつくりましようー
　　自然、歴史、文化なご魅力ある地域資源（観光資材）が豊富に

　存在していま可が、来訪者が木曽をもっと楽しめるような見せ方

　や仕掛けづくりがなされていません。地域（地元）でつくり上け

　ていくことが求められていま百。

一来訪者に「もっと気持ち良く」過ごしてもらいましようー
　　木曽に訪れる人々（旅行者）が触れるであろうあらゆる場面で、

　ごれだけご満足いただけるか、木曽地域全体としてのおもてなし

　を高めることが求められています。
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『木曽らしい』

『木曽ならでは』

　を追求し活がした

　滞在型観光

　(木曽ツーリズム)

　の推進
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｡･=j'‘＜観光立圈プロジェクト＞

　　①観光慎報の発但　　　②受け入れ体制の充実

　　③観光資源の整備充実　④体験型観光の推進

　　⑤自然・文化・食の観光資源の連携
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　／／「観光立県長野」再興計画

／　◇歴史と感動の舞台・木曽
①自然、歴史、文化特崖品なとの地域資源の「木曽ブうンド」

　としての確立・普及

②癒しと健康づくりの拠点となる滞在型観光地づくり

③国内外から来訪しやーい観光地づくり
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　一　つなげる　ー

①行政間・地域闘の連携

②異業種間の連携

③地域資源の連携

①『情報受発信拡充』プロジェクト

　＝情報発信力の向上

　★ＩＣＴ事業の普及活用

　★紙媒体による情報発信の充実

　★行政・宿泊施設技能向上研修会開催

　★広域観光推進体制の強化　　　　．

②『木曽とっておきコレクション』

　　プロジェクト

　＝地域資源の掘起しと整理（棚卸）

　　及ひ観光商品化

　★「木曽とっておき」の募集・整理

　★遜地型観光プログラムの開発

③『木曽路特産品等認証』

　　プロジェクト

　＝特産品等のブランド化

　★認証制度の構築

　　（特産品等の募集、審査、認定）

一　育こる　ー

①人材を育てる

②資源を育てる

③地域を育てる

④『スローフード街道』

　　プロジェクト

　＝木曽の食文化の発信と提供

　★スローつード街道パンフの制作

　★スローフード街道フェスタの開催

⑤『都市農村交流促進』プロジェクト

　＝都市農村交流の本格的導入

　★ネットワークづくり

　　　　（希望農家、指導者、宿泊施設）

★新たなメニューづくり

★コーディネートの組織化　　　ノ

⑥『観光ガイド育成』プロジェクト

＝観光ガイドのゆるやかなネット化

★観光ガイド連絡会の設置

★観光ガイドの交流や学習会の開催

★共通手配マニュアルやテキスト作成

①情報受発信の拡充|

②魅力づくり|

③受入体制の整備|

３　基本的方向性|

塁本コンセプト

　(共通目標)

キーワード
　(約東事)
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